
学位論文

Doctor's Thesis 

論 文 名: 日本人およびタイ人の HIV-l感染者において認識さ

れている HIV-l特異的細胞傷害性T細胞エビトープ

の解析

CCytotoxic T lymphocyte recognition ofHIV-l-specific 

epitopes in HIV-l-infected Thais and Japanese) 

著者名:深田勝彦

Katsuhiko Fukada 

指導教官名: ウイルス制御学 教授

滝口雅文

審査委員名: 免疫識別学担当教授

感染防御学担当教授

病態制御学担当教授

2 0 0 2年3月

西村泰治

原因信志

松下修三










































































































































	表題

	目次

	1 要旨

	1 Summary

	2 発表論文リスト

	3 謝辞

	4 略語一覧

	5 研究の背景と目的

	5-1) はじめに

	5-2) CTLによるHIV-1感染細胞の認識

	5-3) HIV-1のサブタイプ

	5-4) 本研究の目的


	6 実験方法

	6-1) 本研究に使用した材料

	a. 細胞および培地

	b. ペプチド

	c. 抗体

	d. HIV-1感染者のPBMC

	e. CTLクローン

	f. HIV-1 cladeEウィルスクローン


	6-2) リバースイムノジェネティクス法の概要

	6-3) ペプチド結合アッセイ

	6-4) PBMCのin vitro刺激

	6-5) 統計解析

	6-6) CTLクローンの作製

	6-7) ペプチドパルスした標的細胞に対する細胞障害活性の測定

	6-8) HIV-1組換えワクチニアウィルス感染細胞に対する細胞傷害活性の測定

	6-9) HIV-1 cladeEウィルス感染細胞に対する細胞傷害活性の測定

	6-10) HIV-1 cladeE感染細胞のフローサイトメトリー解析


	7 実験結果

	7-1) HLA-A1101拘束性HIV-1 cladeB特異的CTLエピトープの同定

	7-2) HIV-1 cladeB特異的CTLエピトープを基にしたcladeEエピトープ候補ペプチドの検索

	7-3) HIV-1 cladeBとcladeEで共通に認識されるcross-clade CTLエピトープの解析

	7-4) 各cladeの配列それぞれが認識されるclade特異的なCTLエピトープの解析

	7-5) cladeBのみが認識されるCTLエピトープの解析

	7-6) HIV-1 cladeEウィルス感染細胞に対するHIV-1 cladeE CTLの細胞傷害性


	8 考察

	9 結語

	10 図表およびその説明

	11 参考文献




